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『肉屋』が城を訪れた時。櫂人達はぶっ倒れてい
た。正確に言えば、ヒナは元気なのだが、人間二
人が倒れ伏している。
   その原因は、エリザベートの作った料理にあっ
た。
   彼女はヒナとの陣取リゲームに負け、暇潰しも
兼ねて立場を交換、メイドとして本日の夕飯も担
当した。だが、それが見事なポイズンクッキング
だったのである。
   立場だけでなく衣装も交換していたため、未だ
エリザベートはメイド服、ヒナはボンデージドレ
ス姿のままだ。
   櫂人を椅子に座らせ、寝台の上に横たわったエ
リザベートは、フリルで飾られたエプロンドレス
から伸びる類まれなる美脚を、しどけなく投げ出
している。
   いつもより露出度の低い姿で、エリザベートは
呻いた。
「う、うーむ。毒があまり効かぬはずの余すら打
ち倒すとは、流石余の作った料理よ」
「なんだか、胃の中で火が燃えてる感じがするん
だが、地味にきっついなこれ」
「あぁ、カイト様、エリザベート様、しっかりな
さってくださいまし。おかわいそうに、私の胃と
交換して差し上げたいです」
「それはそれで死亡フラグ············」
   櫂人はそう呟いた。エリザベートは微かに首を
動かす。
「ううっ············むぅっ············ふぁっ」
   唇が薄く聞き、彼女は艶かしい息を繰り返し
た。リボンを緩め、僅かに開いたメイド服の襟元
からは、薄く汗が浮かんだ鎖骨が覗いている。ヒ
ナは前屈みになり、ボンデージドレスに危うく隠
された胸をたぶんと掘らしながら、それを拭った。
「うぐぐ、お腹が痛い」
「大丈夫ですか、エリザベート様。ううっ、お労
しや」
   ヒナは鳴き、煽情的な衣装に包まれた柔らかそ
うな体を震わせた。エリザベートは衣擦れの音と
共に細かい足を組み直す。
   そんな二人の寄り添う様子を見て、『肉屋』はし
みじみと頷いた。
「うーむ、なんというかこちらの方が好みという
か、もっとやってくだされと言うか」
「貴様、何をしに来たのだ『肉屋』よ、苦しめて
殺すぞ」
「ひぇいっ！   お待ちくだされ！   今、楽にして
さしあげますから！」
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   櫂人のぼやきは無視して、『肉屋』はごそごそとい
つも持ち歩いているーーー巨大なバツ印で補充さ
れたーーー袋の中を探った。その中から、おぞまし
い何かが現れる。
   ドロっとした紫色のスライムを取り出し、彼は櫂
人に向けた。
「さぁ、ガプッと一口」
「死ねと？」
「信じるものは教われるっ！」
「やめええええええっ、がふっ！」
   抵抗虚しく、櫂人は口の中にスライムを放り込ま
れた。一瞬、確かに、彼の頭からは白く煙った魂がふ
らふらと外に彷徨い出かけた。だが、それはひゅっ
と元に戻る。
   しばらくして、櫂人はすっきりした顔で言った。
「おっ、おおっ·········治った」
「ほら、エリザベート様も一気ぃっ！」
「がふっあ······や、·········やめぇっ！   ふにゃ
あっ！」
   エリザベートは涙目で、いやいやと首を横に振っ
た。そこに『肉屋』は無理やりスライムを押し込む。
美しい唇に汚らしい粘液質の液体が侵入し、受け止
めきれなかった分が端から溢れ出した。
「止めろと·········いっておろう、が、べたべたで
·········気持ち悪い············ひぁっ、んっ、んっ、ん
ぐっ」
   エリザベートは苦しそうにえづく。なんだか、い
けないものを見ている気持ちにさせられ、櫂人は思
わず目を逸らした。物凄い笑みを浮かべ、ヒナがそ
の頭をこづく。
   襲撃で、櫂人が床にめり込みかけている間に、エ
リザベートは何とか全てを呑み込み終えた。彼女は
しばらく目を涙で潤ませ震えていたが、突然、元気
な声をあげた。
「んっ、んんっ、治ったぞ！   なんだこれは！」
「症状が似ているようでしたからぁ。サラマン
ダーを処理せずに食べた時には、スライムの粘膜で
胃を保護するとよいのですぞ」
「余の冷凍庫には普通の肉しかなかったはずなの
だが·········」
「エリザベートの料理は一体何を産んだんだ
·········」

恐ろしいなと二人は顔を見合わせる。その際で、
ヒナは回復を喜び飛び跳ねた。
   こうして一日の騒動な漸く終わりを告げたの
だった。
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